
都市全体の構造を見直し、都市機能の集約と公共交通の充実等により、持続可能な都市を
目指す（ 『コンパクトシティ・プラス・ネットワーク』のまちづくり）

医療・福祉・商業等の都市
機能を都市の拠点に誘導・
集約
各種サービスの効率的な提
供を図る

人口減少の中にあっても一
定エリアの人口密度を維持
生活サービスやコミュニティが
持続的に確保されるよう、居
住を誘導

都市機能誘導区域

居住誘導区域

立地適正化計画について
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資料１



計画期間・計画区域
• 計画期間は、令和5年度（2023年
度）～令和25年度（2043年度）の
概ね20年間

• 計画区域は、都市計画区域全域
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• 滝川市は、令和３年度から２か年にお
いて、計画策定に向けて作業を進める。



計画の位置づけ

 

• 立地適正化計画は、滝川市都市計画マスタープランの一部に位置付けられる計画
• 立地適正化計画は、都市全体の観点から、居住機能や医療、福祉等の都市機能の立地、
公共交通の充実等に関する包括的なマスタープランであるため、公共交通施策、商業施策、
住宅施策、医療・福祉施策、農業施策など多様な分野の計画との連携を図る
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届出制度について①
本計画を公表した日から、建築物の整備や一定規模以上の宅地開発をする際には
市への届出が必要となります。
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居住誘導区域外



届出制度について②
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※誘導施設に「図書館」を設定し
ているので都市機能誘導区域外
にて整備しようとする際には届出
が必要

※誘導施設に「病院」を設定して
いるので「休廃止」しようとする際
には届出が必要


